
子発 0720 第３号 

平成 30 年７月 20 日 

  都  道  府  県  知  事 

各 指  定  都  市  市  長 殿  

児童相談所設置市市長 

 

厚生労働省子ども家庭局長  

(公 印 省 略)    

 

 

児童相談所運営指針の改正について 

 

 

児童相談所の運営及び活動については、児童福祉法、児童福祉法施行令及び

児童福祉法施行規則に定めるほか、基本的な業務の在り方等については、従前

より「児童相談所運営指針について」（平成２年３月５日付け児発第 133号厚生

省児童家庭局長通知）において具体的に示しているところである。  

また、児童虐待については、「「児童虐待防止対策に関する関係閣僚会議」の

開催について」（平成 30 年６月 15 日付け子発 0615 第１号厚生労働省子ども家

庭局長通知）でお示ししたように、平成 30 年６月 15 日の「児童虐待防止対策

に関する関係閣僚会議」において、子どもの命を守ることを何より第一に据え、

全ての行政機関が、あらゆる手段を尽くすよう、緊急に対策を講じることとさ

れたことを受けて、本日、「児童虐待防止対策の強化に向けた緊急総合対策」（平

成 30 年７月 20 日児童虐待防止対策に関する関係閣僚会議決定。以下「緊急総

合対策」という。）が取りまとめられた。 

緊急総合対策では、緊急に実施する重点対策として「転居した場合の児童相

談所間における情報共有の徹底」、「子どもの安全確認ができない場合の対応の

徹底」が盛り込まれたこと等に伴い、「児童相談所運営指針」の一部を別添のと

おり改正することとしたので、改正の内容について御了知いただくとともに、

児童相談所はじめ管内の市区町村、関係機関、関係団体に対し周知を図られた

い。  

なお、本通知は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条の４第１項

の規定に基づく技術的助言である。 
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児
童
相
談
所
運
営
指
針
 
新
旧
対
照
表

 

新
 

旧
 

児
童
相
談
所
運
営
指
針
 

 第
１
章

 
（
略
）
 

 第
２
章

 
児
童
相
談
所
の
組
織
と
職
員
 

第
１
節
～
第
４
節
 
（
略
）
 

第
５
節

 
職
員
の
資
格
、
研
修
等
 

１
．
職
員
の
資
格
 

  
(1
)・

(2
) 
（
略
）
 

(3
) 
児
童
心
理
司
は
法
第

12
条
の
３
第
６
項
第
１
号
に
定
め
る
「
第
２
項
第
１
号

に
該
当
す
る
者
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
資
格
を
有
す
る
者
又
は
同
項
第
２
号

に
該
当
す
る
者
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
資
格
を
有
す
る
者
」
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
こ
れ
に
準
ず
る
資
格
を
有
す
る
者
」
に
は
、
以
下
の

者
が
含
ま
れ
る
こ
と
。
 

①
 
公
認
心
理
師
法
（
平
成

27
年
法
律
第

68
号
）
に
規
定
す
る
公
認
心
理
師
と

な
る
資
格
を
有
す
る
者
 

②
 
学
校
教
育
法
（
昭
和

22
年
法
律
第

26
号
）
に
よ
る
大
学
に
お
い
て
、
心
理

学
を
専
修
す
る
学
科
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
で

単
位
を
修
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
法
第

10
2
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
大
学

院
へ
の
入
学
を
認
め
ら
れ
た
者

 

③
 
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
院
に
お
い
て
、
心
理
学
を
専
攻
す
る
研
究
科
又
は

こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
 

④
 
外
国
の
大
学
に
お
い
て
、
心
理
学
を
専
修
す
る
学
科
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る

課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
 

児
童
相
談
所
運
営
指
針
 

 第
１
章

 
（
略
）
 

 第
２
章

 
児
童
相
談
所
の
組
織
と
職
員
 

第
１
節
～
第
４
節
 
（
略
）
 

第
５
節

 
職
員
の
資
格
、
研
修
等
 

１
．
職
員
の
資
格
 

(1
)
・

(2
) 

（
略
）
 

(3
) 
児
童
心
理
司
は
法
第

12
条
の
３
第
６
項
第
１
号
に
定
め
る
「
第
２
項
第
１
号

に
該
当
す
る
者
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
資
格
を
有
す
る
者
又
は
同
項
第
２
号

に
該
当
す
る
者
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
資
格
を
有
す
る
者
」
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
 

           



 
- 

2 
- 

新
 

旧
 

(4
) 

（
略
）
 

２
・
３

 
（
略
）
 

 第
３
章

 
相
談
、
調
査
、
診
断
、
判
定
、
援
助
決
定
業
務
 

第
１
節

 
（
略
）
 

第
２
節

 
相
談
の
受
付
と
受
理
会
議
 

１
～
５

 
（
略
）
 

６
 
他
の
児
童
相
談
所
へ
の
ケ
ー
ス
移
管
及
び
情
報
提
供
 

(1
) 
転
居
を
伴
う
ケ
ー
ス
移
管
及
び
情
報
提
供
 

 
ア
 
ケ
ー
ス
移
管
 

 
 

 
 
ケ
ー
ス
移
管
と
は
、
居
住
地
を
管
轄
す
る
児
童
相
談
所
が
援
助
を
実
施
し
て

い
る
間
に
、
ケ
ー
ス
が
当
該
児
童
相
談
所
の
管
轄
区
域
外
に
転
居
し
た
場
合
、

援
助
方
針
が
決
定
し
て
い
な
い
「
継
続
調
査
」
中
の
ケ
ー
ス
や
「
児
童
福
祉
司

指
導
」
及
び
「
継
続
指
導
」
中
の
ケ
ー
ス
に
関
す
る
児
童
相
談
所
間
の
公
式
な

引
継
事
務
の
こ
と
で
あ
る
。

 

 
 

 
 
ケ
ー
ス
移
管
は
、
移
管
元
の
児
童
相
談
所
に
お
い
て
継
続
調
査
、
児
童
福
祉

司
指
導
及
び
継
続
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
全
て
を
対
象
と
す
る
。
移
管

に
当
た
っ
て
は
、
移
管
先
の
児
童
相
談
所
が
速
や
か
に
子
ど
も
の
安
全
確
保
を

行
う
こ
と
を
念
頭
に
迅
速
か
つ
適
切
に
行
う
こ
と
。

 

(
ｱ)
 
（
略
）
 

(
ｲ)
 移

管
の
期
限
 

速
や
か
に
地
域
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
援
助
体
制
を
確
保

し
、
援
助
の
隙
間
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
転
居
が
確
認
さ
れ
た
時

か
ら
遅
く
と
も
１
ヶ
月
以
内
に
ケ
ー
ス
移
管
を
完
了
す
る
こ
と
。
 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
移
管
元
の
児
童
相
談
所
は
市
町
村
等
と
連
携
し
て

  
(4
)
 
（
略
）
 

２
・
３

 
（
略
）
 

 第
３
章

 
相
談
、
調
査
、
診
断
、
判
定
、
援
助
決
定
業
務
 

第
１
節

 
（
略
）
 

第
２
節

 
相
談
の
受
付
と
受
理
会
議
 

１
～
５

 
（
略
）
 

６
 
他
の
児
童
相
談
所
へ
の
ケ
ー
ス
移
管
及
び
情
報
提
供
 

 
 
(1
) 
転
居
に
伴
う
ケ
ー
ス
移
管
及
び
情
報
提
供
 

 
 

 
 
ア

 
ケ
ー
ス
移
管
 

 
 

 
 
ケ
ー
ス
移
管
と
は
、
居
住
地
を
管
轄
す
る
児
童
相
談
所
が
援
助
を
実
施
し
て

い
る
間
に
、
ケ
ー
ス
が
当
該
児
童
相
談
所
の
管
轄
区
域
外
に
転
居
し
た
場
合
、

援
助
方
針
が
決
定
し
て
い
な
い
「
継
続
調
査
」
中
の
ケ
ー
ス
や
「
児
童
福
祉
司

指
導
」
及
び
「
継
続
指
導
」
中
の
ケ
ー
ス
に
関
す
る
児
童
相
談
所
間
の
公
式
な

引
継
事
務
の
こ
と
で
あ
る
。

 

    

(
ｱ)

 
（
略
）
 

(
ｲ)

 移
管
の
期
限
 

速
や
か
に
地
域
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
援
助
体
制
を
確
保

し
、
援
助
の
隙
間
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
転
居
が
確
認
さ
れ
た

時
か
ら
遅
く
と
も
１
ヶ
月
以
内
に
ケ
ー
ス
移
管
を
完
了
す
る
こ
と
。
 

 



 
- 

3 
- 

新
 

旧
 

速
や
か
に
転
居
の
事
実
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
確
認
後
は
移
管
先
の
児
童

相
談
所
へ
連
絡
す
る
こ
と
。
移
管
元
の
児
童
相
談
所
は
、
引
継
ぎ
が
完
了
す

る
ま
で
の
間
、
児
童
福
祉
司
指
導
及
び
継
続
指
導
を
解
除
し
な
い
こ
と
を
原

則
と
す
る
と
と
も
に
、
移
管
先
の
児
童
相
談
所
は
、
援
助
が
途
切
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
速
や
か
に
移
管
元
の
児
童
相
談
所
が
行
っ
て
い
た
援
助
方
針

を
継
続
す
る
こ
と
。
 

(
ｳ)
・

(ｴ
) 

（
略
）
 

 
 
イ

 
（
略
）
 

(2
) 
移
管
及
び
情
報
提
供
の
判
断
の
目
安
 

 
 

 
移
管
元
の
児
童
相
談
所
は
、
「
子
ど
も
虐
待
対
応
の
手
引
き
」
第
５
章
の
「
一

時
保
護
決
定
に
向
け
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
」（

以
下
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ

ー
ト
」
と
い
う
。）

等
に
よ
り
緊
急
性
の
判
断
を
行
う
こ
と
。
 

次
に
、
そ
の
判
断
の
結
果
を
事
案
の
具
体
的
な
経
緯
や
状
況
が
わ
か
る
よ
う
、

ケ
ー
ス
に
関
す
る
資
料
と
と
も
に
、
書
面
等
に
よ
り
移
管
先
の
児
童
相
談
所
へ
伝

え
る
こ
と
。
 

 
 

 
具
体
的
な
引
継
ぎ
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
基
準
に
準

拠
し
た
緊
急
性
の
判
断
の
結
果
に
応
じ
て
、
以
下
の
よ
う
に
実
施
す
る
こ
と
。
 

ア
 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
 

①
か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
緊
急
性
が
高
い
こ
と
か

ら
移
管
元
の
児
童
相
談
所
職
員
が
原
則
直
接
出
向
い
て
事
前
説
明
・
協
議
を
行

い
、
双
方
の
児
童
相
談
所
職
員
が
当
該
家
庭
に
同
行
訪
問
を
実
施
す
る
こ
と
や

移
管
元
の
児
童
相
談
所
職
員
が
移
管
先
で
の
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

の
個
別
支
援
会
議
へ
出
席
す
る
こ
と
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
対
面
に
よ
り
引
継

ぎ
を
行
う
こ
と
。
移
管
元
の
児
童
相
談
所
が
移
管
先
の
児
童
相
談
所
へ
出
向
く

前
に
も
、
移
管
先
の
児
童
相
談
所
が
速
や
か
に
子
ど
も
の
安
全
確
認
を
行
う
こ

      

(
ｳ)
・
(
ｴ)
 
（
略
）
 

 
 
イ

 
（
略
）
 

(2
) 
移
管
及
び
情
報
提
供
の
判
断
の
目
安
 

 
 
 
移
管
及
び
情
報
提
供
の
判
断
の
目
安
に
つ
い
て
は
、
「
子
ど
も
虐
待
対
応
の
手

引
き
」
第
５
章
の
「
一
時
保
護
決
定
に
向
け
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
（
以
下

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
」
と
い
う
。
）
」
の
基
準
に
準
拠
し
て
以
下
の
よ
う
に

実
施
す
る
。
 

  

 

 

ア
 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
①
か
ら
⑤
に
該
当
す
る
場
合

 

①
か
ら
⑤
に
該
当
す
る
場
合
は
、
緊
急
性
が
高
い
こ
と
か
ら
移
管
元
の
児
童

相
談
所
職
員
が
直
接
出
向
い
て
事
前
説
明
・
協
議
を
行
い
、
双
方
の
児
童
相
談

所
職
員
が
当
該
家
庭
に
同
行
訪
問
を
実
施
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
、
引
継
ぎ

を
行
う
こ
と
。
遠
隔
地
の
場
合
は
文
書
に
よ
る
移
管
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、

必
要
な
情
報
が
適
切
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
電
話
に
よ
る
協
議
等
を
活
用
し

て
、
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

 

 



 
- 

4 
- 

新
 

旧
 

と
が
で
き
る
よ
う
、
移
管
元
及
び
移
管
先
の
双
方
の
児
童
相
談
所
は
電
話
や
文

書
等
に
よ
り
、
迅
速
に
必
要
な
引
継
ぎ
を
行
う
こ
と
。

 

イ
 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
⑥
又
は
⑦
に
該
当
す
る
場
合

 

⑥
又
は
⑦
に
該
当
す
る
場
合
は
、
虐
待
が
潜
在
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

文
書
に
よ
る
移
管
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
移
管
元
の
児
童
相
談
所
が
必
要
と
認

め
る
場
合
に
は
、
ア
に
記
載
し
た
引
継
ぎ
に
準
じ
て
行
う
こ
と
と
す
る
。
引
継

ぎ
は
迅
速
に
行
う
こ
と
と
し
、
引
継
ぎ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
移
管
元
の
児
童

相
談
所
は
、
移
管
先
の
児
童
相
談
所
の
意
向
も
踏
ま
え
て
、
可
能
な
限
り
丁
寧

な
引
継
ぎ
を
行
う
こ
と
。

 

 
 
ウ

 
（
略
）

 

 (
3)
・

(4
) 

（
略
）
 

７
～

12
 
（
略
）
 

第
３
節

 
調
査
 

１
～
４

 
（
略
）
 

５
．
調
査
の
方
法
 

(1
)～

(4
) 

（
略
）
 

(5
) 
立
入
調
査
 

 
①

 
虐
待
通
告
受
理
後
、
48

時
間
以
内
に
安
全
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、
法
第

29
条
又
は
児
童
虐
待
防
止
法
第
９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
立

入
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
（
安
全
確
認
に
つ
い
て
は
「
３
．
調
査
の
開
始
」
を

参
照
さ
れ
た
い
。
）
。
こ
の
際
、
立
入
調
査
の
実
効
性
を
高
め
る
観
点
か
ら
、

立
入
調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
立
入
調
査
を
拒
否
し
た
場
合
に
は
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
を
、

可
能
な
限
り
保
護
者
に
対
し
て
告
知
す
る
こ
と
。
な
お
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、

そ
の
執
行
を
拒
否
し
た
場
合
、
法
第

61
条
の
５
の
規
定
に
よ
り

50
万
円
以
下

  

イ
 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
⑥
か
ら
⑦
に
該
当
す
る
場
合

 

⑥
か
ら
⑦
に
該
当
す
る
場
合
は
、
虐
待
が
潜
在
化
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
、
文
書
に
よ
る
移
管
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
ケ
ー
ス
の
特
性
や
児

童
相
談
所
間
の
距
離
等
を
勘
案
し
て
、
可
能
な
限
り
丁
寧
な
引
継
ぎ
を
行
う
こ

と
。
 

   
 
ウ

 
（
略
）
 

(3
)
・

(4
) 

（
略
）
 

７
～

12
 
（
略
）
 

第
３
節

 
調
査
 

１
～
４

 
（
略
）
 

５
．
調
査
の
方
法
 

(1
)
～

(4
) 

（
略
）
 

(5
) 
立
入
調
査
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の
罰
金
に
処
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
児
童
虐
待
防
止
法
第
９
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
。
 

②
 
法
第

29
条
に
規
定
す
る
立
入
調
査
は
、
法
第

28
条
に
定
め
る
承
認
の
申
立

て
を
行
っ
た
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
虐
待
や
放
任
等
の
事
実
の
蓋
然
性
、
子
ど

も
の
保
護
の
緊
急
性
、
保
護
者
の
協
力
の
程
度
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、

法
第

28
条
に
定
め
る
承
認
の
申
立
て
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
に
調
査
が

必
要
な
場
合
に
も
行
え
る
こ
と
に
留
意
す
る
。
 

③
 
児
童
虐
待
防
止
法
第
９
条
第
１
項
の
規
定
で
は
、
児
童
虐
待
が
行
わ
れ
て
い

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
子
ど
も
の
住
所
又
は
居
所
に
立
ち
入
り
、

必
要
な
調
査
又
は
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

際
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
へ
の
援
助
要
請
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
立
入
調

査
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
保
護
者
に
対
し
て
告
知
す
る
際
に
は
、
当
該
立
入

調
査
を
拒
否
し
た
場
合
、
同
法
第
９
条
の
３
第
１
項
の
臨
検
又
は
捜
索
が
行
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
旨
も
併
せ
て
告
知
す
る
。
 

  

  

さ
ら
に
、
上
記
の
告
知
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
入
調
査
に
応
じ
な

い
状
況
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
に
お
い
て
、
立
入
調
査
を
拒
否
し
た
も
の
と
認

め
る
旨
を
言
い
渡
す
こ
と
と
す
る
。
 

な
お
、
拒
否
し
た
か
ど
う
か
が
不
明
確
な
ま
ま
で
は
、
同
法
第
９
条
の
２

の
再
出
頭
要
求
、
同
法
第
９
条
の
３
の
臨
検
・
捜
索
や
④
で
述
べ
る
告
発
の

い
ず
れ
に
も
移
行
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、
拒
否
し
た
状
況
を

明
確
に
し
、
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
十
分
留
意
さ
れ
た

  

①
 
法
第

29
条
に
規
定
す
る
立
入
調
査
は
、
法
第

2
8
条
に
定
め
る
承
認
の
申

立
を
行
っ
た
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
虐
待
や
放
任
等
の
事
実
の
蓋
然
性
、
子

ど
も
の
保
護
の
緊
急
性
、
保
護
者
の
協
力
の
程
度
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
、
法
第

28
条
に
定
め
る
承
認
の
申
立
の
必
要
性
を
判
断
す
る
た
め
に
調
査

が
必
要
な
場
合
に
も
行
え
る
こ
と
に
留
意
す
る
。
 

ま
た
、
児
童
虐
待
防
止
法
第
９
条
第
１
項
の
規
定
で
は
、
児
童
虐
待
が
行

わ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
子
ど
も
の
住
所
又
は
居
所
に

立
ち
入
り
、
必
要
な
調
査
又
は
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
正
当
な

理
由
が
な
い
の
に
そ
の
執
行
を
拒
否
し
た
場
合
、
同
条
第
２
項
に
よ
り
適
用

さ
れ
る
法
第

6
1
条
の
５
の

5
0
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
が
、
立
入
調
査
の
実
効
性
を
高
め
る
観
点
か
ら
、
立
入
調
査
を
実
施
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
立
入
調
査
を
拒

否
し
た
場
合
に
は
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
を
、
可
能
な
限
り
保

護
者
に
対
し
て
告
知
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
当
該
立
入
調
査
を
拒
否
し
た
場

合
、
同
法
第
９
条
の
３
第
１
項
の
臨
検
又
は
捜
索
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
旨
も
併
せ
て
告
知
す
る
。
 

さ
ら
に
、
上
記
の
告
知
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
入
調
査
に
応
じ
な

い
状
況
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
に
お
い
て
、
立
入
調
査
を
拒
否
し
た
も
の
と
認

め
る
旨
を
言
い
渡
す
こ
と
と
す
る
。
 

な
お
、
拒
否
し
た
か
ど
う
か
が
不
明
確
な
ま
ま
で
は
、
同
法
第
９
条
の
２

の
再
出
頭
要
求
、
同
法
第
９
条
の
３
の
臨
検
・
捜
索
や
④
で
述
べ
る
告
発
の

い
ず
れ
に
も
移
行
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、
拒
否
し
た
状
況
を

明
確
に
し
、
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
十
分
留
意
さ
れ
た
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い
。
 

  
  
④
～
⑪
 
（
略
）
 

(6
)～

(8
) 

（
略
）
 

６
 
（
略
）
 

第
４
節
～
第
８
節
（
略
）
 

 第
４
章
（
略
）
 

 第
５
章

 
一
時
保
護
 

虐
待
等
を
受
け
た
子
ど
も
の
一
時
保
護
に
つ
い
て
は
、
「
一
時
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
」
（
平
成

30
年
７
月
６
日
付
け
子
発

07
06

第
４
号
厚
生
労
働
省
子
ど

も
家
庭
局
長
通
知
）
に
定
め
る
ほ
か
、
「
児
童
虐
待
等
に
関
す
る
児
童
福
祉
法
の
適

切
な
運
用
に
つ
い
て
」
、「

虐
待
通
告
の
あ
っ
た
児
童
の
安
全
確
認
の
手
引
き
」
（
平

成
22

年
9
月

30
日
付
け
雇
児
総
発

09
30

第
２
号
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童

家
庭
局
総
務
課
長
通
知
）
及
び
「
子
ど
も
虐
待
対
応
の
手
引
き
」
第
５
章
「
一
時
保

護
」
を
参
照
し
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
た
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
。 

一
時
保
護
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
「
子
ど
も
虐
待
対
応
の
手
引
き
」
に
お
い
て

示
し
て
い
る
「
一
時
保
護
決
定
に
向
け
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
」
等
を
用
い
る

な
ど
、
リ
ス
ク
を
客
観
的
に
把
握
し
、
リ
ス
ク
が
高
い
場
合
に
は
躊
躇
な
く
一
時
保

護
を
行
う
こ
と
。
 

ま
た
、
虐
待
等
を
受
け
た
子
ど
も
の
一
時
保
護
や
里
親
委
託
、
施
設
入
所
等
の
措

置
を
解
除
し
、
家
庭
復
帰
を
検
討
す
る
際
に
は
、
家
庭
復
帰
の
適
否
を
判
断
す
る
た

め
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
定
め
た
「
児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
に
対
す
る
援

助
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（

平
成

20
年
３
月

14
日
付
け
雇
児
総
発
第

03
14
00
1 
号
雇
用

均
等
・
児
童
家
庭
局
総
務
課
長
通
知
）
、
「
措
置
解
除
に
伴
い
家
庭
復
帰
し
た
児
童

い
。
 

  
②
～
⑨
 
（
略
）
 

(6
)
～

(8
) 

（
略
）
 

６
 
（
略
）
 

第
４
節
～
第
８
節
（
略
）
 

 第
４
章
（
略
）
 

 第
５
章

 
一
時
保
護
 

一
時
保
護
に
つ
い
て
は
、
「
一
時
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」
（
平
成

30

年
７
月
６
日
付
け
子
発

0
7
06

第
4
号
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
長
通
知
）
を
参

照
す
る
こ
と
。
 

             



 
- 

7 
- 

新
 

旧
 

の
安
全
確
保
の
徹
底
に
つ
い
て
」
（
平
成

24
年

11
月
１
日
付
け
雇
児
総
発

11
01

第
３
号
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童
家
庭
局
総
務
課
長
通
知
）
及
び
「
子
ど
も
虐

待
対
応
の
手
引
き
」
（
特
に
、
第
５
章

10
.
家
庭
復
帰
さ
せ
る
場
合
の
子
ど
も
・
保

護
者
へ
の
指
導
上
の
留
意
点
）
を
踏
ま
え
、
「
児
童
虐
待
を
行
っ
た
保
護
者
に
対
す

る
援
助
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
別
表
に
お
い
て
示
し
て
い
る
「
家
庭
復
帰
の
適
否
を
判
断

す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
等
を
活
用
し
、
保
護
者
支
援
の
経
過
が
良
好
で
あ

る
か
否
か
、
地
域
の
支
援
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
に
つ
い
て
確
認

し
、
一
時
保
護
解
除
後
に
虐
待
が
再
発
す
る
リ
ス
ク
を
客
観
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し

た
上
で
一
時
保
護
の
解
除
の
決
定
を
行
う
こ
と
。
 

さ
ら
に
、
虐
待
等
を
受
け
た
子
ど
も
の
一
時
保
護
や
里
親
委
託
、
施
設
入
所
等
の

措
置
を
解
除
し
、
家
庭
復
帰
し
た
後
は
、
児
童
福
祉
司
指
導
や
継
続
指
導
を
行
う
ほ

か
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
活
用
す
る
な
ど
に
よ
り
地
域
の
関
係
機
関
が

連
携
、
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
支
援
の
進
捗
状
況
を
関
係

機
関
と
共
有
す
る
こ
と
。
家
庭
復
帰
後
に
虐
待
が
再
発
す
る
な
ど
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

た
場
合
に
は
、
関
係
機
関
と
連
携
の
上
、
速
や
か
に
安
全
確
認
を
行
い
、
躊
躇
な
く

再
度
一
時
保
護
を
行
う
な
ど
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。
 

 第
６
章
・
第
７
章
（
略
）
 

 第
８
章

 
各
種
機
関
と
の
連
携

 

第
１
節
～
第

13
節
（
略
）
 

第
14

節
 
警
察
と
の
関
係
 

１
～
５
（
略
）
 

６
 
虐
待
事
例
等
に
お
け
る
連
携
 

(1
) 

（
略
）
 

                 第
６
章
・
第
７
章
（
略
）
 

 第
８
章

 
各
種
機
関
と
の
連
携

 

第
１
節
～
第

13
節
（
略
）
 

第
14

節
 
警
察
と
の
関
係
 

１
～
５
（
略
）
 

６
 
虐
待
事
例
等
に
お
け
る
連
携
 

(1
)
 
（
略
）
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(2
) 
要
保
護
児
童
の
通
告
等
 

 
①
・
②
（
略
）
 

③
 
児
童
相
談
所
が
児
童
虐
待
通
告
・
相
談
等
に
よ
り
把
握
し
た
虐
待
事
案
の
う

ち
、
刑
事
事
件
と
し
て
立
件
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
重
篤
な
事
案
、

保
護
者
が
子
ど
も
の
安
全
確
認
に
強
く
抵
抗
を
示
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
事

案
等
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
警
察
と
情
報

共
有
を
図
り
、
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
以
下
の
ア
か
ら
ウ

ま
で
に
該
当
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
警
察
へ
の
情
報
提
供
を
徹
底
す
る
。
 

ア
 
虐
待
に
よ
る
外
傷
、
ネ
グ
レ
ク
ト
又
は
性
的
虐
待
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

な
ど
、
「
子
ど
も
虐
待
対
応
の
手
引
き
」
第
５
章
の
「
一
時
保
護
決
定
に
向

け
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
」
の
基
準
に
準
拠
し
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ

ー
ト
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
案
に
関
す
る
情
報
。
ま

た
、
①
か
ら
⑤
ま
で
に
具
体
的
に
記
載
し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
頭
蓋
内
出

血
、
骨
折
、
内
臓
損
傷
又
は
熱
湯
、
た
ば
こ
、
ア
イ
ロ
ン
等
に
よ
る
火
傷
が

あ
る
事
案
、
凶
器
を
使
用
し
子
ど
も
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

っ
た
事
案
、
身
体
拘
束
、
監
禁
又
は
夏
期
の
車
内
放
置
を
し
た
事
案
並
び
に

異
物
又
は
薬
物
を
飲
ま
せ
る
行
為
が
あ
っ
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
危
険
性
が

高
い
こ
と
か
ら
、
情
報
共
有
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
シ
ー
ト
の
①
の
み
に
該
当
す
る
場
合
又
は
④
の
「
乳
幼
児
」
の
み
に
該
当

す
る
場
合
に
は
他
の
情
報
も
勘
案
し
、
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
。
 

こ
の
ほ
か
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
①
か
ら
⑤
ま
で
に
該
当
し
な
い
が
、

⑥
か
ら
⑧
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
案
で
あ
る
場
合
は
、
虐
待
が
深

刻
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
援
を
行
う
中
で
必
要
に
応
じ
て
警

察
と
の
情
報
共
有
を
検
討
す
る
こ
と
。
 

イ
 
通
告
受
理
し
た
事
案
の
う
ち
、
通
告
受
理
後
、
子
ど
も
と
面
会
が
で
き
ず
、

(2
)
 
要
保
護
児
童
の
通
告
等
 
 

①
・
②
（
略
）
 

 
 
③

 
児
童
相
談
所
が
児
童
虐
待
通
告
・
相
談
等
に
よ
り
把
握
し
た
虐
待
事
案
の
う

ち
、
刑
事
事
件
と
し
て
立
件
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
重
篤
な
事
案
、

保
護
者
が
子
ど
も
の
安
全
確
認
に
強
く
抵
抗
を
示
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
事

案
等
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
警
察
と
情
報

共
有
を
図
り
、
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
。
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48
時
間
以
内
に
児
童
相
談
所
や
関
係
機
関
に
お
い
て
子
ど
も
の
安
全
確
認

が
で
き
な
い
事
案
に
関
す
る
情
報
。
た
だ
し
、
他
の
関
係
機
関
に
よ
っ
て
把

握
さ
れ
て
い
る
状
況
等
を
勘
案
し
、
緊
急
性
に
乏
し
い
と
判
断
さ
れ
る
場

合
、
災
害
時
な
ど
児
童
相
談
所
等
が

48
時
間
以
内
に
子
ど
も
の
安
全
確
認

が
行
え
な
い
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
は
除
く
。
 

上
記
に
関
わ
ら
ず
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
安
全
確
認
に
強
く
抵
抗
を
示
し

て
い
る
場
合
、
通
告
時
点
で
既
に
関
係
機
関
等
に
よ
る
子
ど
も
の
安
全
確
認

が
一
定
期
間
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
場
合
な
ど
、
緊
急
性
が
高
い
と
判

断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
48

時
間
を
待
た
ず
に
直
ち
に
警
察
と
の
情
報
共
有
を

検
討
す
る
こ
と
。
 

ウ
 
ア
の
児
童
虐
待
に
起
因
し
た
一
時
保
護
又
は
施
設
入
所
・
里
親
委
託
等
の

措
置
を
し
て
い
る
事
案
で
あ
っ
て
、
当
該
措
置
を
解
除
し
、
家
庭
復
帰
す
る

も
の
に
関
す
る
情
報
。
 

こ
う
し
た
情
報
に
つ
い
て
警
察
へ
情
報
提
供
を
行
う
場
合
に
は
、
警
察
が
保

有
し
て
い
る
当
該
子
ど
も
及
び
保
護
者
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
提
供
を
求

め
る
な
ど
、
迅
速
か
つ
確
実
に
情
報
共
有
を
行
う
よ
う
対
応
さ
れ
た
い
。
 

④
 
警
察
か
ら
通
告
・
情
報
提
供
が
な
さ
れ
た
事
案
又
は
警
察
へ
援
助
要
請
を
行

っ
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
支
援
等
の
対
応
及
び
対
応
の
変
化
等
に
つ

い
て
警
察
へ
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、
通
告
後
に
警
察
が
得
た
新
た
な
情
報

の
提
供
を
求
め
る
な
ど
、
当
該
事
案
に
係
る
子
ど
も
及
び
家
庭
へ
の
対
応
を
円

滑
に
行
う
た
め
の
相
互
の
情
報
提
供
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て

都
道
府
県
警
察
と
協
議
し
て
書
面
で
取
り
決
め
す
る
な
ど
に
よ
り
、
積
極
的
な

情
報
交
換
に
努
め
る
こ
と
。
 

(3
)～

(8
)（

略
）
 

７
．
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に
お
け
る
連
携
 

             

こ
の
た
め
、
児
童
相
談
所
に
お
い
て
こ
う
し
た
事
案
を
把
握
し
た
場
合
は
、

警
察
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
警
察
が
保
有
し
て
い
る
当
該
子
ど
も

及
び
保
護
者
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
も
提
供
を
求
め
る
な
ど
、
迅
速
か
つ
確
実

に
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
。
 

 

      

(3
)
～

(8
)（

略
）
 

７
．
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に
お
け
る
連
携
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要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
は
、
支
援
対
象
児
童
等
に
関
す
る
情
報
や
支
援
対

象
児
童
等
の
適
切
な
保
護
又
は
支
援
を
図
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
支
援
対
象
児
童
等
に
対
す
る
支
援
の
内
容
に
関
す
る
協
議
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
適
切
な
連
携
の
下
で
関
係
機
関
が
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
警
察
署
が
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
構
成
員
と
な
っ
て
い

な
い
自
治
体
に
お
い
て
は
、
構
成
員
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
代
表
者

会
議
の
み
な
ら
ず
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
定
期
的
な
状
況
の
フ
ォ

ロ
ー
を
行
う
実
務
者
会
議
や
個
別
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
具
体
的
な
支
援
の
内
容
等
を

検
討
す
る
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
構
成
員
と
し
て
参

画
を
求
め
、
警
察
と
の
情
報
交
換
、
意
見
交
換
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。
 

８
（
略
）
 

第
15

節
～
第

21
節
（
略
）
 

 第
９
章
（
略
）
 

 

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
は
、
支
援
対
象
児
童
等
に
関
す
る
情
報
や
支
援
対

象
児
童
等
の
適
切
な
保
護
又
は
支
援
を
図
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
支
援
対
象
児
童
等
に
対
す
る
支
援
の
内
容
に
関
す
る
協
議
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
お
り
、
個
別
の
事
案
に
つ
い
て
、
子
ど
も
に
関
係
す
る
広
範
な
機
関
の
衆

知
を
集
め
、
適
切
な
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
に
応

じ
て
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
構
成
員
と
し
て
警
察
の
参
画
を
求
め
、
個

別
ケ
ー
ス
検
討
会
議
等
に
お
け
る
警
察
と
の
情
報
交
換
、
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
。
 

    ８
（
略
）
 

第
15

節
～
第

21
節
（
略
）
 

 第
９
章
（
略
）
 

 


